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１．研究計画の概要
本研究は、Adams (Adams, C. 1979)の研究を
モデルに日本人英語学習者の英語リズム習得
プロセスを体系的に調査・研究した樽井のPhD
学位論文（２００５年１２月）に基づいて、
日本人英語学習者（初級・中級・上級）が英
語のリズム要因を手がかりに英語のリズムを
個人のペースで学ぶことができるe-learning
学習教材を開発するものである。学習者が、
日本語と英語の音声特徴の違いを「認識」し、
e-learning学習ソフトとして開発するリズム
学習システムを活用して、英語のリズムを「聴
い」たり「見」たりしながら意識的・効果的
に獲得することを目指す研究および教材開発
を次の５ヵ年計画で実施する。

（１）初年度（平成２０年度）には、各レベ
ル毎の１２０名の被験者と英語の母国語
話者との間で、英語リズムの諸要因の比
較を行なう。

（２）平成２１年度には、日本人の初級と中
級の英語学習者をコントロールグループ
と実験グループに分け、リズム要因の学
習効果を調査・分析する。

（３）平成２２年度には、実験結果に基づい
て、e-learning教材「英語のリズム学習
（初級・中級）（仮題）」を開発するため
のデータベースをまとめる。

（４）平成２３年度には、e-learning教材「英
語のリズム学習（初級・中級）（仮題）」
を開発する。

（ ５ ） 平 成 ２ ４ 年 度 に は 、 開 発 し た
e-learning教材の学習効果の調査およ
びe-learning教材を活用した日本人の
英語リズム学習の総合的分析・評価を研
究結果としてまとめる。

２．研究の進捗状況
英語のリズム表現を録音（一部カタカナ表記
の英語）した後に、リズム要素の分析および
比較を各グループ１２０名（J: 英語学習経験
の無い日本人、B, M, A: 初級・中級・上級の
日本人英語学習者、N: 英語母国語話者）につ
いて実施し、各グループのリズム特徴を分析
し、日本人グループ相互間、日本人グループ
と英語母国語話者との差異を樽井論文の結果
に基づいて分析し、１０名規模の結果と１０
０名規模の結果の比較・検証を行う予定であ
った。しかし、JとNの被験者のデータのサン
プル数が充分でなかったので今後補充する予
定である。日本人の初級と中級の英語学習者
をコントロールグループと実験グループに分
けたリズム要因の学習効果の調査・分析は終
了している。実験結果に基づいて、e-learning
教材「英語のリズム学習（初級・中級）（仮題）」
を開発するためのデータベースもほぼ完了し
ている。これまでの結果に基づいて今年度(平
成２３年度)は、e-learning教材「英語のリズ
ム学習（初級・中級）（仮題）」を開発する予
定である。プログラム開発に使用する素材は
これまでにかなり収集しているので、プロト
タイプのリズム学習システムは、年度半ばに
は試行的に活用し、年度末までには必要な改
良もする予定である。次年度に計画している
e-learning 教 材 の 学 習 効 果 の 調 査 や 、
e-learning教材を活用した日本人の英語リズ
ム学習の総合的分析・評価等も今年度中に部
分的に実施できる可能性がある。なお、デー
タの分析から、学習レベルの低いグループの
英語のリズムは日本語の音声特徴を多く含ん
だ英語であり、学習が進むにつれて、日本語
的な音声特徴が英語の音声特徴に変化する事
実も確認されている。
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３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。

以下の点を今後補充する必要がある。

（１）英語のリズム表現を録音（一部カタカ
ナ表記の英語）した後に、リズム要素の
分析および比較を各グループ１２０名
（J: 英語学習経験の無い日本人、B, M,
A: 初級・中級・上級の日本人英語学習
者、N: 英語母国語話者）について実施
する予定であったが、J と N の被験者の
データについては、サンプル数が不十分
で今後補充予定であること。

（２）実験結果に基づいて、e-learning 教材
「英語のリズム学習（初級・中級）（仮
題）」を開発するためのデータベースの
効果的な提示方法を考慮中のため最終
的な提示が未完成であること。

４．今後の研究の推進方策
今後は、次のような特徴を持つe-learning教
材「英語のリズム学習（初級・中級・上級）
（仮題）」を開発する。

（１）日本語的な英語の音節を英語本来の音
節に変換することができる

（２）英語の音声を単音・音節・語・句・文・
文章のレベルで学習（訓練）できる

（３）評価・訓練・自主学習がリンクしてい
て、英語のリズムがスパイラル方式で獲
得できる

具体的には、次の内容を含んだリズム学習
システムを構築する。英語の音声材料とし
て VOA(Special English), CNN、DVD（洋
画）、海外の英語（海外取材）および STEP,
TOEIC および生活の英語（国内取材）等
の音声特徴を分析し、同じような音声特徴
を持つ英語表現をテキストに含むようにす
る。学生の英語の聴き取りの弱点を補強す
るために、音声教材および学生の生活に関
する英語、海外で取材した英語をレベル別
に分類し、英語のリズム学習用解説（日本
語との比較）も準備する。更に 発音訓練プ
ログラムも作成し、その結果をホームペー
ジ、テキスト、CD 等の教材として提示す
る。学習者は、自分の聴き取りの困難な音
声要因の克服を目指して、音声教材の聴き
取り、発音訓練プログラムでの学習を繰り
返し、聴き取る力と発話する力をスパイラ
ル方式で向上させることができる。更に、
本システムではe-learning方式を採用する
ので、学習プロセスのデータを管理するこ
とができる。
最終段階としては、開発したe-learning教材
の学習効果を調査するとともに、e-learning

教材を活用した日本人の英語のリズム学習
を総合的に分析・評価し、研究の総まとめと
して研究概要を編集・発行する。
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〔その他〕
現在、e-learning 教材「英語のリズム学習（初
級・中級）（仮題）」を準備中


